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第第 5050回回
　
３
月
は
引
っ
越
し
が
多
い
シ
ー
ズ
ン
で

す
。
僕
の
友
人
家
族
も
本
市
へ
引
っ
越
し

て
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
引
っ
越
し
て
き
た
方

が
ど
の
よ
う
な
手
続
き
が
必
要
な
の
か
、

友
人
家
族
の
手
続
き
を
例
に
案
内
し
ま
す
。

友
人
家
族
構
成

・
父

・
母

・
友
人

・
友
人
妻（
妊
娠
中
）

・
長
男（
高
校
生
）

・
長
女（
小
学
生
）

　
市
民
課
で
手
続
き
を
す
る
場
合
、
ま
ず

は
発
券
機
で
受
付
番
号
を
取
ろ
う
。

　
受
付
番
号
が
呼
ば
れ
た
ら
、
窓
口
へ
。

　
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
、
市
民
課
窓
口
の

混
雑
状
況
や
呼
び
出
し
状
況
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
。
待
ち
時
間
を
有
効
活

用
で
き
そ
う
。
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
ね
。

　
も
う
す
ぐ
新
し
い
家
族
が
増
え
る
友
人

家
族
。
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
日
か
ら
14
日

以
内
に
市
民
課
に
出
生
届
を
提
出
し
て
ね
。

(

出
生
届
は
病
院
で
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
る
そ
う)

必
要
な
も
の

・
出
生
届

・
母
子
健
康
手
帳

・
来
庁
者
の
方
の
身
分
証
明
書

市
民
課

　

引
っ
越
し
て
き
た
ら
、
14
日
以
内
に
、

市
民
課
で
住
民
登
録
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
券
面
記
載
事
項
変
更
手
続
き
な

ど
を
し
よ
う
。

　
こ
こ
で
、
国
民
健
康
保
険
の
加
入
の
有

無
や
住
民
票
が
必
要
か
ど
う
か
の
聞
き
取

り
が
あ
り
、
必
要
に
応
じ
て
追
加
の
手
続

き
が
あ
る
み
た
い
。

必
要
な
も
の

・�

転
出
証
明
書(

前
の
市
町
村
で
取
得
し

た
も
の)

・�

身
分
証
明
書
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

運
転
免
許
証
な
ど)

※�

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
も
転
出
手
続
き
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

　
コ
ン
ビ
ニ
で
簡
単
に
取
得
で
き
る
証
明

書
は
こ
ち
ら
。

・
住
民
票
の
写
し

・
印
鑑
登
録
証
明
書

・
戸
籍
全
部(

個
人)

事
項
証
明
書

・
所
得
課
税
証
明
書

　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し

て
ね
。

～ようこそ！薩摩川内市へ！
～ようこそ！薩摩川内市へ！

市役所の歩き方(２階) 編～
市役所の歩き方(２階) 編～

ま
ず
は
発
券
機
へ
！

出
生
届
に
つ
い
て

知
っ
て
た
？ 

コ
ン
ビ
ニ
で
取
得
で
き

る
ん
だ
っ
て
。

▲広報薩摩川内2月通常版
　市公式LINEの便利な機能

▲住民票の写しなどの
　証明書がコンビニで
　取得できます
　市ホームページ

▲市民課にある発券機

▼本庁２階フロアマップ

▲市民課の窓口

　
出
生
届
提
出
後
、
子
育
て
支
援
課
で
児

童
手
当
と
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
手

続
き
を
す
る
ん
だ
っ
て
。

※�

18
ペ
ー
ジ
に
市
民
課
窓
口
の
時
間
延

長
・
休
日
窓
口
開
設
に
つ
い
て
の
お
知

ら
せ
を
掲
載
し
て

い
る
よ
。
そ
ち
ら

も
チ
ェ
ッ
ク
し
て

ね
。
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友
人
の
長
男
は
原
動
機
付
自
転
車
で

高
校
へ
通
学
す
る
た
め
、
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
の
変
更
手
続
き
が
必
要
だ
よ
。

　
前
の
市
町
村
役
場
で
廃
車
手
続
き
を

行
っ
て
、
本
市
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

を
取
得
す
る
た
め
の
手
続
き
を
し
て
ね
。

必
要
な
も
の

　
今
年
で
67
歳
に
な
る
友
人
の
両
親
は
、

介
護
保
険
被
保
険
者
証
の
発
行
手
続
き

が
必
要
だ
よ
。

　
代
理
人
に
よ
る
発
行
手
続
き
も
可
能

で
、
即
日
発
行
で
き
る
よ
。
同
時
に
介

護
保
険
料
に
つ
い
て
の
説
明
も
あ
る
よ
。

　
ま
た
、
窓
口
で
は
引
っ
越
し
前
の
市

町
村
で
介
護
認
定
を
受
け
て
い
た
か
な

ど
の
聞
き
取
り
も
あ
る
よ
。
必
要
に
応

じ
て
他
の
手
続
き
の
案
内
が
あ
る
み
た

い
。

必
要
な
も
の

・
身
分
証
明
書

・
住
民
票
の
写
し

・
印
鑑
登
録
証
明
書

・
戸
籍
全
部(

個
人)

事
項
証
明
書

・
所
得
課
税
証
明
書

　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し

て
ね
。

　
高
校
生
と
小
学
生
の
子
ど
も
が
い
る
友

人
家
族
。
子
育
て
支
援
課
で
、
児
童
手
当

と
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
手
続
き
が
必
要

だ
よ
。
手
続
き
は
転
入
予
定
日
の
翌
日
か

ら
15
日
以
内
に
行
っ
て
ね
。

　
児
童
手
当
と
は
、
中
学
校
修
了
ま
で
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
る

手
当
の
こ
と
で
す
。(

所
得
上
限
限
度
額

が
あ
り
ま
す)

必
要
な
も
の

　
子
ど
も
医
療
費
助
成
と
は
、子
ど
も(

18
歳�

に
な
っ
た
以
後
の
最
初
の
3
月
31
日
ま
で)

が
医
療
機
関
を
受
診
し
た
際
に
、
医
療
機
関

に
支
払
っ
た
保
険
診
療
分
の
負
担
金
に
つ
い

て
、
償
還
払
い
方
式
に
よ
り
助
成
し
ま
す
。

※�

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
の
子
ど
も
は
、

県
内
の
医
療
機
関
に
限
り
自
己
負
担
な

し
に
受
診
で
き
る
子
ど
も
医
療
給
付
制

度
も
あ
り
ま
す
。

必
要
な
も
の

・
世
帯
全
員
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分
か
る
も
の

・�

口
座
が
分
か
る
も
の(

生
計
中
心
者
の
も
の)

・
子
ど
も
の
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・�

子
ど
も
、
保
護
者
と
そ
の
配
偶
者
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
が
分
か
る
も
の

・
保
護
者
名
義
の
口
座
が
分
か
る
も
の

　
友
人
の
長
女
は
小
学
校
を
転
校
す
る

の
で
、
市
民
課
で
学
校
教
育
課
へ
の
案

内
が
あ
っ
た
み
た
い
。

　
転
校
や
転
入
な
ど
学
校
に
関
す
る
こ

と
で
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、

本
庁
５
階
の
学
校
教
育
課
に
気
軽
に
問

い
合
わ
せ
て
ね
。

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
２
階
で
降
り
る
と
、

正
面
に
総
合
案
内
が
あ
る
よ
。

　｢

ど
こ
の
課
に
行
け
ば
い
い
の
か
分

か
ら
な
い｣｢

自
分
が
行
き
た
い
課
は

ど
こ
に
あ
る
の
か｣

な
ど
、
迷
っ
た
時

は
総
合
案
内
で
聞
い
て
み
て
ね
。

税
務
課

高
齢
・
介
護
福
祉
課

子
育
て
支
援
課

学
校
教
育
課

総
合
案
内

▲児童手当
　市ホームページ

▲子ども医療費
　助成事業
　市ホームページ

▲子ども医療
　給付事業
　市ホームページ

▲窓口対応の様子▲高齢・介護福祉課の窓口

・
身
分
証
明
書

・
前
の
市
町
村
の
廃
車
申
告
受
付
書

▲�新入学・住所変
更に伴う転学関
係、学校一覧・
児童生徒数
　市ホームページ



　文字通り、その人の隣にいて、思いに寄り添うことや
人柄を表す言葉「人となり」をイメージしたコーナーで、
人物や活動の紹介だけでなく、その人の思いにスポット
を当てることを目的としています。

　「人のとなりに」とは…

小こ

原ば
る

　麻ま

貴き

さ
ん

人
生
の
転
機

　
生
ま
れ
も
育
ち
も
東
郷
地
域
で
、

現
在
は
、
多
く
の
市
民
が
利
用
す
る

「
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
㈱
」で
、
信
号

通
信
担
当
と
し
て
働
く
小
原
麻
貴
さ

ん
。

　「
８
年
前
の
子
ど
も
の
誕
生
を
き
っ�

か
け
に
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
に
入
社

し
た
。
子
ど
も
と
過
ご
す
時
間
を
大

切
に
し
た
か
っ
た
の
で
、
人
生
を
考

え
直
す
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
に
な
っ
た
。

ま
た
、
何
か
に
没
頭
す
る
仕
事
が
し

た
か
っ
た
」と
言
い
ま
す
。

　
信
号
通
信
に
関
し
て
、
ど
の
よ
う�

な
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
伺
う
と
、

「
信
号
機
や
踏
切
、
転て
ん

て
つ
機き（
列
車
の�

通
り
道
を
切
り
替
え
る
装
置
）な
ど

の
修
理
を
行
い
、
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄

道
が
管
轄
す
る
設
備
の
管
理
を
行
っ

て
い
る
」と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

人
の
命
を
守
る「
使
命
感
」

　
地
域
住
民
の
安
全
を
裏
で
支
え
る

仕
事
。「
電
気
設
備
に
障
害
が
起
き
た

と
き
に
は
、
昼
夜
問
わ
ず
現
場
に
向

か
い
、
障
害
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」と
言
い
ま
す
。
簡
単
に
解

決
で
き
な
い
問
題
に
向
き
合
う
と
き

も
あ
る
そ
う
で
、
作
業
す
る
際
に
は
、

原
因
を
決
め
つ
け
な
い
と
い
う
こ
と

に
気
を
付
け
て
い
る
よ
う
で
す
。

　「
解
決
パ
タ
ー
ン
を
い
く
つ
も
考

え
、
仲
間
と
協
力
し
て
解
決
で
き
た

と
き
に
や
り
が
い
を
感
じ
る
。
人
の

命
を
守
る
と
い
う『
使
命
感
』を
持
っ

て
、
日
々
の
業
務
に
取
り
組
ん
で
い

る
」と
言
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
列
車
利
用

　
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
人
口
減
少

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
今
、
利
用
者

も
年
々
減
少
傾
向
に
な
っ
て
い
て
、

現
在
は
、
学
生
の
利
用
が
主
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　「
通
勤
や
通
学
以
外
で
、
お
れ
ん

じ
鉄
道
を
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
も
っ
と
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」

と
言
い
ま
す
。
ま
た
、「『
お
れ
ん
じ

食
堂
サ
ン
セ
ッ
ト
と
薩
摩
川
内
市
バ

ス
ツ
ア
ー
』と
題
し
て
、ミ
ニ
ツ
ア
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
形

で
地
域
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
に
、
も
っ
と
お
れ
ん
じ
鉄

道
全
体
も
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」

と
意
気
込
み
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

20
周
年
を
迎
え
る

　「
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ず
、
安
全

安
心
を
維
持
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

新
し
い
や
り
方
で
、
責
任
感
を
持
ち
、

自
分
た
ち
が
お
れ
ん
じ
鉄
道
を
引
っ

張
っ
て
い
け
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」

と
話
す
小
原
さ
ん
。

　「
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
さ
ら

に
活
用
し
て
、
若
者
世
代
へ
お
れ
ん

じ
鉄
道
の
魅
力
を
伝
え
、
こ
の
会
社

で
働
い
て
み
た
い
と
思
っ
て
も
ら
い

た
い
」。
ま
ず
は
、
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
か
ら
始
め
て
い
き
た
い
そ
う
で

す
。

　
ま
た
、「
今
の
職
場
で
は
、
薩
摩
川�

内
市
在
住
の
社
員
は
自
分
一
人
な
の

で
、
薩
摩
川
内
市
に
住
む
同
僚
も
増

や
し
て
い
き
た
い
」と
、
こ
れ
か
ら

の
目
標
も
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

お
子
さ
ん
と
過
ご
す
休
日

　
休
日
は
、
お
子
さ
ん
と
の
時
間
を

過
ご
す
小
原
さ
ん
。

　「
小
学
２
年
生
の
長
男
は
、
自
分

が
中
学
時
代
に
し
て
い
た
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
を
し
て
い
て
、
一
緒
に
練

習
す
る
な
ど
、
子
ど
も
と
過
ご
す
時

間
を
大
切
に
し
た
い
と
い
う
夢
が

叶
っ
て
嬉
し
い
。
ま
た
、
一
緒
に
練

習
し
て
い
る
と
、
子
ど
も
の
成
長
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
て
嬉
し
い
」と

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
小
原
さ
ん
は
、
先
輩
や
同
僚
た
ち

と
助
け
合
い
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も

利
用
者
へ
安
全
安
心
を
届
け
ま
す
。▲�上川内駅の駅名標の前で

　
本
市
と
同
じ
く
、
今
年
で
開
業
20
年
の
節
目

を
迎
え
る
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
㈱
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
鉄
道
の
運
行
に
関
わ
る
業

務
に
携
わ
り
、
利
用
者
の
安
全
を
裏
で
支
え
る

信
号
通
信
担
当
者
の
思
い
に
寄
り
添
い
ま
す
。
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■
文
責
・
問
合
せ
＝
社
会
教
育
課

文
化
財
Ｇ（
中
央
公
民
館
内
）

（
22
）７
２
５
１

歴
史
文
化
遺
産

第拾
じゅう

玖
く

回

田た

の
神か

ん

さ
ぁ

傍
ら
で
そ
っ
と
微
笑
む
守
り
神

　薩
摩
川
内
に
は
長
い
歴
史
の
中
で
起
き
た

物
語
、
育
ま
れ
た
文
化
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
数
あ
る
薩
摩
川
内

の
歴
史
・
文
化
の
中
か
ら
、
と
っ
て
お
き
の

ト
ピ
ッ
ク
ス
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
参
考
文
献
】『
川
内
の
田
の
神
』

　
田
ん
ぼ
の
脇
や
公
園
、
公
民
館
な

ど
、
私
た
ち
の
身
近
な
場
所
に
、
何

と
も
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
表
情
で
微
笑
む

「
田
の
神
さ
ぁ
」。

　
田
ん
ぼ
を
守
り
、
豊
穣
や
子
孫
繁

栄
を
も
た
ら
す
神
と
し
て
大
切
に
祀ま

つ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
田
の
神
信
仰
は
全
国
的
に
見
ら
れ

ま
す
が
、
石
像
な
ど
偶
像
化
し
て
い

る
の
は
、
鹿
児
島
県
と
宮
崎
県
の
一

部（
江
戸
時
代
の
旧
薩
摩
藩
領
）の
み

で
す
。

　
本
市
で
も
数
多
く
の
田
の
神
さ
ぁ

が
造
ら
れ
、
確
認
さ
れ
て
い
る
も
の

だ
け
で
も
４
０
０
体
程
存
在
す
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
か
ら
、
特
徴
的
な「
推

し
田
の
神
さ
ぁ
」を
紙
面
の
限
り
ご

紹
介
し
ま
す
。

  

自し

然ぜ
ん

石せ
き

文も

字じ

彫ぼ
り

■
高
江
町
宝
満
神
社
付
近

■
天て

ん

明め
い

７
年（
１
７
８
７
）

■「
御
田
神
」の
銘
あ
り

  

単た
ん

体た
い

浮う
き

彫ぼ
り（
線せ

ん

刻こ
く

）

■
楠
元
町
楠
元
下
公
民
館
付
近

■
蔓ま

ん

延え
ん

元
年（
１
８
６
０
）

■
高
さ
約
２
メ
ー
ト
ル

■
里
町
里

■
明
治
31
年（
１
８
９
８
）

■�

上
甑
町
中
甑
に
も
ほ
ぼ
同
じ
も
の
あ
り

  

単た
ん

体た
い

丸ま
る

彫ぼ
り

■
樋
脇
町
塔
之
原
祢
地
山

■
寛か
ん

政せ
い

２
年（
１
７
９
０
）

■
入
来
町
副
田
下
手

■
大
正
15
年（
１
９
２
６
）

■
女
性
型

■
東
郷
町
鳥
丸
　
田
の
神
ロ
ー
ド

■
平
成
10
年（
１
９
９
８
）

  

双そ
う

体た
い

浮う
き

彫ぼ
り

　
本
市
や
い
ち
き
串
木
野
市
に
多
く

見
ら
れ
、「
ア
ベ
ッ
ク
田
の
神
」と
も

呼
ば
れ
ま
す
。

��

■
陽
成
町
宮
小
平
　
宮
田
橋
付
近

■
天て
ん

保ぽ
う

12
年（
１
８
４
１
）

■
宮
崎
町
宮
崎
　
春
日
神
社
内

※
春
日
神
社
に
は
工
事
に
よ
る
移
設

　
や
家
庭
に
あ
っ
た「
持
ち
回
り
田

　
の
神
」な
ど
12
体
が
持
ち
寄
ら
れ

　
て
い
ま
す
。

  

双そ
う

体た
い

丸ま
る

彫ぼ
り

■
網
津
町
井
上
　
開
聞
神
社
付
近

■
天
保
11
年（
１
８
４
０
）

  

磨ま

崖が
い

型が
た

双そ
う

体た
い

浮う
き

彫ぼ
り

■
寄
田
町
山
之
口

■
年
代
不
明

※�

磨
崖
型
の
田
の
神
は
県
内
で
も
数

少
な
く
、
大
変
珍
し
い
タ
イ
プ
で

す
。

「田の神戻し」
田の神さぁのお引っ越しを
神の化身が行う。
■�祁答院地域で毎年４月10日
　実施

踊る田の神

▲�令和４年６月号通常
版の広報薩摩川内で
田の神さぁを掲載し
ていますので、ご参
照ください。�

5 Satsumasendai city Public Relations, 2024.3.10



◎
利
用
申
し
込
み
と
料
金
は
？

　
事
前
に
利
用
希
望
日
と
活
動
内
容
を

相
談
し
て
使
用
許
可
申
請
書
を
利
用
日

の
20
日
前
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※�

市
内
の
保
育
園（
保
育
所
、
認
定
こ

ど
も
園
、
地
域
型
保
育
事
業
）、
幼

稚
園
の
園
児
、
小
・
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
の
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、

子
ど
も
会
な
ど
の
少
年
団
体
に
つ
い

て
は
、
研
修
施
設
使
用
料
な
ど
が
免

除
さ
れ
ま
す
。

◎
誰
が
利
用
で
き
る
の
？

　
研
修
を
目
的
と
す
る
５
人
以
上
の
団

体（
保
育
園（
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も

園
・
地
域
型
保
育
事
業
）、
幼
稚
園
、

学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、

子
ど
も
会
、
部
活
動
、
家
族
、
グ
ル
ー

プ
、
企
業
な
ど
）で
あ
れ
ば
、
誰
で
も

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
営
利
目
的
は
不
可

◎「
少
年
自
然
の
家
」は 

　ど
ん
な
と
こ
ろ
？

　｢

て
ら
や
ま
ん
ち｣

の
愛
称
で
親
し
ま

れ
て
い
る
少
年
自
然
の
家
は
、
標
高

２
３
０
メ
ー
ト
ル
の
寺
山
に
位
置
し
、

四
季
折
々
の
花
々
、
野
鳥
や
山
野
草
、

昆
虫
な
ど
、
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た

環
境
の
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が
で

き
る
施
設
で
す
。

◎
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
？

　
て
ら
や
ま
ん
ち
で
は
、
各
施
設
を
利

用
し
た
自
然
観
察
活
動
や
野
外
活
動
、

創
作
活
動
な
ど
た
く
さ
ん
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

▼�

自
然
観
察
活
動
＝
自
然
散
策
、
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
鑑
賞
な
ど

▼�

野
外
活
動
＝
野
外
炊
飯
、
自
転
車
モ

ト
ク
ロ
ス
な
ど

▼�

創
作
活
動
＝
藍
染
め
、
陶
芸
、
プ
ラ

ホ
ビ
ー
な
ど
30
種
類
以
上

▼�

季
節
や
家
族
の
イ
ベ
ン
ト
＝
子
ど
も

の
日
フ
ェ
ス
タ
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
自
然

体
験
隊
な
ど

▼�

大
人
や
シ
ニ
ア
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
＝

元
気
は
つ
ら
つ
ス
ク
ー
ル
、地
域
指
導

者
養
成
講
座
な
ど

▲�冬のアドベンチャー ｢薩摩川内ぼっけ
もんの挑戦｣ で 82キロメートル完走
に向けて自転車走行

▲元気はつらつスクール
　でピザ作りに挑戦

▲少年自然の家
　地図

「
て
ら
や
ま
ん
ち
」に
行
っ
て
み
な
い
？

出
会
い
！
体
験
！
感
動
！

62024.3.10 広報

主な使用料
研 修 施 設 １人１研修

高校生以下
各100 円

一般
各150 円

宿 泊 棟

１ 人 １ 泊テ ン ト

野外宿泊施設

寝 具 １人１セット

※�宿泊棟・野外宿泊施設の空調整備（エアコン）は、１時間100
円のコインタイマー式です。
※�活動に伴う経費（材料代など）については、事前に問い合わせ
てください。

問
合
先
／
少
年
自
然
の
家

　
　
　
　

（
29
）２
１
１
４

〇�本館／集会室、研修和室、視聴覚
室、工作室、食堂、プラネタリウ
ム室　など
〇�プレイホール／体育館（バレー
コート・バスケットコート１面、
バドミントンコート２面）
〇�宿泊棟／２棟（定員248人）

〇�キャンプ施設／
　テントサイト38基
〇�野外宿泊施設／
　バンガロー３棟

◎
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い

　「
て
ら
や
ま
ん
ち
」は
、
人
と
の
交
流

の
場
、
家
族
の
ふ
れ
あ
い
の
場
、
生
き

が
い
づ
く
り
の
場
、
豊
か
な
自
然
を
感

じ
て
感
動
す
る
場
、
子
ど
も
た
ち
が
困

難
に
挑
み
、
自
信
を
深
め
る
場
で
す
。

一
言
で
い
う
と「
笑
顔
」に
な
れ
る
場
で

す
。

　｢

て
ら
や
ま
ん
ち｣

で
さ
ま
ざ
ま
な
体

験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
各
イ
ベ
ン
ト
や
利
用
す
る
際
に
必
要

な
申
請
書
な
ど
、
詳
し
く
は
少
年
自
然

の
家
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

至  永利町

〇�野外活動施設／キャンプファイヤー場、自転車モトクロス、
　チームワークゲーム、冒険の森　など

〇�野外炊飯施設／炊飯小屋、野外炊飯棟、ピザ窯　など
〇�その他の施設／森の遊学館（研修室２室）、ふれあい工房、寺山陶遊窯、
ふれあい炭焼窯　など

▲�少年自然の家
ホームページ

▲�オータムフェスタでオリジナルコースターを制作し、大
満足の笑みを見せる子どもたち
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◎
利
用
者
の
声

【
宿
泊
学
習
で
利
用  

30
代
教
師
】

　
１
泊
２
日
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
の

中
、
生
徒
た
ち
と
非
日
常
の
体
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
と
て
も
充
実
し
た
２
日
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
元
気
は
つ
ら
つ
ス
ク
ー
ル
に
参
加  

60
代
】

　
知
人
の
声
掛
け
で
参
加
し
ま
し
た
が
、

講
話
を
聞
い
た
り
、
ピ
ザ
作
り
を
し
た
り

と
、
と
て
も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。
ま
た
、
和
気
あ
い
あ
い
と
た
わ
い
の

な
い
会
話
を
他
の
参
加
者
と
で
き
た
こ
と

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

野外炊飯・その他施設

キャンプ・野外宿泊施設

本館・プレイホール・宿泊棟

野外活動施設



　こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
防
災
に
関
す

る
備
え
や
避
難
時
の
注
意
な
ど
、
日
頃

か
ら
災
害
に
備
え
る
た
め
の
情
報
を
ス

ポ
ッ
ト
で
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

VOL.29VOL.29
地
震
大
国
日
本

　
日
本
の
周
辺
は
、プ
レ
ー
ト
の
移
動
や
断
層

の
影
響
に
よ
り
世
界
で
も
有
数
の
地
震
多
発

地
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。記
憶
に
新
し
い
、令

和
６
年
能
登
半
島
地
震
や
熊
本
地
震
、東
日
本

大
震
災
な
ど
で
は
、甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。

複
合
的
に
発
生
す
る
災
害

　
地
震
に
よ
る
災
害
は
、揺
れ
に
よ
る
建
物
な

ど
の
倒
壊
だ
け
に
留
ま
ら
な
い
場
合
が
多
く

あ
り
ま
す
。

　
本
年
１
月
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
で

も
、津
波
や
火
災
、土
砂
崩
れ
、液
状
化
現
象
な

ど
複
数
の
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

迅
速
に
避
難
す
る
た
め
に

　
災
害
時
に
、け
が
防
止
や
避
難
に
支
障
が
な

い
よ
う
、家
具
類
の
配
置
を
見
直
し
、日
頃
か

ら
高
い
と
こ
ろ
に
物
を
置
か
な
い
よ
う
気
を

付
け
ま
し
ょ
う
。ま
た
、家
具
類
の
転
倒
防
止

の
た
め
に
器
具
を
使
用
し
て
固
定
す
る
な
ど

の
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

も
う
一
度
、み
ん
な
で
確
認
を

　
災
害
が
発
生
し
た
時
に
備
え
て
、家
族
や
友

人
、自
治
会
な
ど
で
指
定
避
難
所
の
場
所
と
そ

こ
ま
で
の
経
路
、外
出
中
に
帰
宅
困
難
に
な
っ

た
場
合
の
安
否
確
認
方
法
や
集
合
場
所
な
ど

を
あ
ら
か
じ
め
話
し
合
っ
て
決
め
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、出
水
期
だ
け
で
な
く
、日
頃
か
ら
防

災
マ
ッ
プ
や
防
災
チ
ラ
シ
「
災
害
に
備
え
ま

し
ょ
う
」を
活
用
し
て
、浸
水
想
定
区
域
や
土

砂
災
害
警
戒
区
域
な
ど
に
つ
い
て
も
確
認
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▲令和６年
　能登半島地震
　について
　市ホームページ

（出典：東京消防庁）

▲防災チラシ
　「災害に備え
　ましょう」

あ
ら
ゆ
る
災
害
を
想
定
し
て
、

み
ん
な
で
再
確
認
し
よ
う

問
合
先
／
防
災
安
全
課

防
災
安
全
Ｇ（
内
線
４
９
２
２
）

▲当時の執務室の様子

　市
町
村
合
併
に
業
務
と
し
て
携
わ
る
こ
と

に
な
っ
た
と
き
は
、ど
の
よ
う
な
気
持
ち
で
し

た
か
。

市
長�

　
市
町
村
合
併
の
話
を
聞
い
た
当
時
は
、

川
内
市
役
所
都
市
計
画
課
の
課
長
で
し

た
。
大
変
な
仕
事
が
始
ま
る
な
と
他
人

事
で
、
ま
さ
か
私
が
事
務
局
長
を
任
さ

れ
る
と
は
想
定
外
で
し
た
。
し
か
し
、

過
去
に
10
年
間
広
域
行
政
を
担
当
し
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
8
町
村
に
は
知
り

合
い
も
多
か
っ
た
の
で
、
あ
ま
り
抵
抗

は
な
か
っ
た
で
す
ね
。

　当
時
を
振
り
返
り
、印
象
深
い
出
来
事
な
ど

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

市
長�

　
合
併
と
は
、自
治
体
刷
新
。革
命
で
す
。

県
内
初
と
い
う
こ
と
で
、
先
例
が
な
い

の
で
先
頭
走
者
の
孤
独
、
裏
を
返
せ
ば

新
し
さ
を
作
り
上
げ
て
い
く
や
り
が
い

が
あ
り
ま
し
た
。
９
市
町
村
長
、
９
議

会
の
全
合
意
が
必
要
で
あ
る
た
め
心
配

も
あ
り
ま
し
た
が
、
悩
ん
で
い
る
暇
は

な
か
っ
た
で
す
。
新
市
誕
生
の
平
成
16

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
薩
摩
川
内
市
誕
生

20
周
年
を
迎
え
、
川
薩
地
区
法
定
合
併

協
議
会
事
務
局
長
と
し
て
市
誕
生
を
け

ん
引
し
た
田
中
市
長
だ
か
ら
こ
そ
話
せ

る
当
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
、
こ
れ
ま

で
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
記
念
事
業
の

見
ど
こ
ろ
な
ど
に
つ
い
て
連
載
し
て
い

き
ま
す
。

年
10
月
12
日
は
絶
対
に
ず
ら
す
こ
と
が

で
き
な
い
の
で
、
合
言
葉
は
締
め
切
り

厳
守
で
し
た
ね
。

　同
僚
た
ち
と
の
思
い
出
は
あ
り
ま
す
か
。

市
長�

　
合
併
業
務
は
、
4
人
で
ス
タ
ー
ト
し
、

最
終
的
に
は
１
０
２
人
の
体
制
に
な
り

ま
し
た
。
広
い
フ
ロ
ア
に
集
ま
っ
て
仕

事
を
し
て
い
た
の
で
、
ハ
ン
ド
マ
イ
ク

を
使
っ
て
毎
日
の
朝
礼
。
休
む
間
も
な

い
大
変
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
っ
た
け
れ

ど
、
振
り
返
れ
ば
充
実
し
た
楽
し
い
毎

日
で
し
た
ね
。

　
今
回
は
、
市
町
村
合
併
の
先
頭
走
者

と
し
て
、
苦
労
し
な
が
ら
も
歴
史
に
残

る
こ
と
を
任
さ
れ
た
や
り
が
い
を
話
し

て
く
れ
た
田
中
市
長
。
次
回
は
、
薩
摩

川
内
市
へ
の
思
い
や
、い
よ
い
よ
ス
タ
ー

ト
す
る
20
周
年
記
念
事
業
の
見
ど
こ
ろ

な
ど
に
迫
り
ま
す
。

本庁秘書広報課
企画総務・広聴広報Ｇ
（内線 4122）

問
合
先

市
長
と
振
り
返
る

薩
摩
川
内
市
誕
生
20
周
年

vol.
1
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「みんなの１１９」

東郷
203件

祁答院195件

救急
4,961件

上甑81件
下甑155件

里44件 鹿島13件

その他55件

川内
3,632件
川内
3,632件

樋脇
331件
樋脇
331件

入来
252件
入来
252件

別
故
事
急
救

急病
転院搬送
一般負傷
交通事故
運動競技
自損行為
労働災害
火災
加害

水難事故
自然災害
その他

960
675

246
51

15

33
31

5
1
0
54

2,8902,890

火災
34件 川内

20件
川内
20件

樋脇
3件
樋脇
3件

入来
3件
入来
3件

東郷
2件
東郷
2件

祁答院
2件
祁答院
2件

上甑
3件
上甑
3件

下甑1件

たき火
不明・調査中

たばこ
放火の疑い

火入れ
配線器具
内燃機関

電灯線等配線
電気装置
電気機器
その他

3

7

2
1
1
1
1
1
1
1

別
因
原
火
出

1515

　火災は令和４年より７件減の34件で、おおよそ10日に
１件の割合で発生しました。火災種別は建物火災14件、
林野火災２件、船舶火災２件、その他火災16件で、出火
原因は上のグラフのとおりとなっており、｢たき火」が原
因の火災が多くなっています。たき火などの焼却行為は
農作業に伴う軽微なものを除き、原則禁止されています。
また、焼却行為に係る消防署への届出は、火災の煙と間
違わないようにするためのもので、焼却について許可す

るものではありません。

　救急件数は令和４年より294件増の4,961件でした。１
日に約13.5件の割合で発生したことになります。なお、
搬送人員は4,342人で、令和４年より199人の増となりま
した。
　大切な命を守るため、救急車の適正利用をお願いしま
す。

　支援車Ⅰ型は平成22年に消防
庁から本市に配備された、大規
模災害時に支援活動を行うため
の消防車両です。
　地震災害などの大規模、長期
化する災害現場に派遣された消
防職員が、食事や睡眠、会議な
どを行う場を確保することがで
きます。これまでに、東日本大
震災や熊本地震などで支援を行
いました。活動の際は、車両が
拡幅し、車内に大型空間を形成
することができる特殊車両です。

地域別
令和５年火災・救急統計

問合先／消防局予防課　（22）0135 ▲消防局ホームページ

消防車の紹介「支援車Ⅰ型」消防車の紹介「支援車Ⅰ型」

前年比
７件減

前年比
294件増

▲実際の消火活動の様子▲実際の消火活動の様子

▲車両の拡幅の様子

▲

車両の中の様子

▲緊急消防援助隊訓練の様子▲緊急消防援助隊訓練の様子
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今
回
は
、
有
限
会
社
木
原
商
店

を「
深
ボ
リ
！
」。
代
表
取
締
役
社

長
の
木き

原は
ら

誠せ
い

悟ご

さ
ん
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

事
業
の
概
要

　
昭
和
24
年
に
、
呉
服
や
布
団
、

生
活
衣
料
な
ど
を
中
心
に
取
り
扱

有限会社木原商店 － Information －

代 表 者：代表取締役社長　木原誠悟

所 在 地：東郷町斧渕 307-5

従業員数：８人

連 絡 先：（42）0024

▲木原代表取締役社長（後列一番右）と従業員の皆さん

う
店
舗
と
し
て｢

木
原
源
次
郎
商

店｣

と
い
う
名
前
で
創
業
し
ま
し

た
。

　
現
在
は
、
地
元
の
小
・
中
学
校

や
幼
稚
園
、
保
育
園
の
制
服
も
取

り
扱
い
、
約
10
年
前
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
も
行
っ
て
い
ま

す
。
販
売
方
法
を
増
や
し
た
こ
と

で
、
地
元
だ
け
で
な
く
、
全
国
各

地
の
方
に
学
校
用
品
や
衣
料
の
販

売
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

交
流
を
大
切
に

　
当
社
は
、｢
子
育
て
世
代
を
応

援
す
る｣

を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
販
売
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
買
い
物
に
行
く
時
間
を
お

子
さ
ま
と
の
時
間
に
充
て
て
ほ
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
で
お
互
い

に
顔
が
見
え
な
い
か
ら
こ
そ
、
手

書
き
の
情
報
紙｢

き
は
ら
だ
よ
り｣

を
商
品
に
添
え
る
な
ど
、
お
客
さ

ま
と
の
交
流
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
が
小
学
生
の
と

き
に
ず
っ
と
利
用
し
て
い
た
と
い

う
お
客
さ
ま
か
ら｢

６
年
間
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た｣

と
い
う

言
葉
を
頂
く
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ

か
ら
も
子
育
て
世
代
の
力
に
な
れ

る
よ
う
に
、
利
用
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
に
励
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
抱
負

　
祖
父
の
代
か
ら
ず
っ
と
当
社
を

支
え
て
く
だ
さ
る
地
元
東
郷
地
域

の
魅
力
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売

を
通
し
て
全
国
の
方
々
に
発
信
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
衣
料
を
中
心
に

取
り
扱
う
店
だ
か
ら
こ
そ
、
地
域

の
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
役
と
な

り
、
地
域
へ
貢
献
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

入社３年目
末
すえ
吉
よし
千
ち
弘
ひろ
さん

　障
が
い
者
就
労
支
援
で
の
業
務

体
験
か
ら
の
縁
で
、
木
原
商
店
に

勤
め
る
よ
う
に
な
り
、
受
注
品
の

伝
票
作
成
や
商
品
の
出
荷
作
業
を

担
当
し
て
い
ま
す
。

　苦
手
な
作
業
に
対
し
て
は
、
配

慮
し
て
も
ら
う
な
ど
、
働
き
や
す

い
環
境
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
配

慮
し
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
を
当

た
り
前
と
思
わ
ず
、
今
の
業
務
を

正
確
に
遂
行
し
、
で
き
る
仕
事
を

増
や
し
て
い
け
る
よ
う
精
進
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

社
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

▲ ｢きはらだより｣ の一部

▲店内の様子

Instagram▶

第
63
回

有
限
会
社
木
原
商
店
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本
市
で
は
、
脳
卒
中
や
心
臓
病
の
一
つ
で

あ
る
心
筋
梗
塞
の
死
亡
率
が
全
国
、
県
と
比

較
し
て
高
い
現
状
で
す
。
こ
れ
ら
の
主
な
原

因
の
一
つ
が「
高
血
圧
」で
す
。

　
今
回
は
、「
肥
満
に
つ
な
が
る
生
活
リ
ズ

ム
の
乱
れ
と
高
血
圧
」を
テ
ー
マ
に
お
伝
え

し
て
い
き
ま
す
。

●
薩
摩
川
内
市
は「
メ
タ
ボ
」が
多
い
？

　
左
記
の
図
の
通
り
、
本
市
で
は
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
該
当
者
が
、
予
備

群
も
含
め
、
令
和
３
年
度
は
男
女
共
に
県
と

比
較
し
て
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
内
臓
脂
肪
が
蓄
積

し
て
い
る
状
態
で
、
高
血
圧
を
は
じ
め
と
し

た
生
活
習
慣
病
に
深
く
関
係
し
て
い
ま
す
。

●�

生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
に
よ
る
睡
眠
不
足

と
肥
満
の
関
係
性

　
睡
眠
不
足
が
食
事
・
運
動
・
睡
眠
な
ど
の

生
活
習
慣
に
ど
の
よ
う
に
影
響
し
て
い
る
か
、

左
記
の
図
で
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
睡
眠
不
足
が
続
く
と
、
体
の
中
の
調
節
機

能
が
崩
れ
食
欲
増
進
ホ
ル
モ
ン
が
増
え
て
過

食
と
な
っ
た
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の

長
時
間
利
用
に
よ
り
覚
醒
時
間
が
長
く
な
っ

た
結
果
、
摂
食
機
会
が
増
え
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

過
剰
に
摂
取
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
疲
労
が
た
ま
り
運
動
量
が
減
少
す

る
こ
と
で
、
肥
満
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

●�

肥
満
を
防
ぐ
に
は
幼
少
期
の
生
活
リ
ズ

ム
が
大
切

　
幼
児
期
肥
満
の
25
％
、
学
童
期
肥
満
の

40
％
、
思
春
期
肥
満
の
70
～
80
％
は
成
人
肥

満
に
移
行
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
の
肥
満
は
大
人
の
肥
満
に
つ
な
が
っ
て
い

る
の
で
す
。

　
幼
児
期
は
食
事
・
運
動
・
睡
眠
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
生
活
習
慣
が
形
成
さ
れ
身
に
付
く
時

期
で
す
。
周
り
に
い
る
大
人
の
生
活
習
慣
が

子
ど
も
の
生
活
習
慣
に
も
大
き
く
影
響
し
ま

す
。
そ
の
た
め
、
子
ど
も
の
日
々
の
生
活
リ

ズ
ム
を
整
え
る
こ
と
が
、
将
来
の
高
血
圧
を

含
む
生
活
習
慣
病
を
防
ぐ
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

に
な
り
ま
す
。　

●
親
子
で
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
よ
う

　
肥
満
の
予
防
に
は
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
生
活
習
慣
病
の
予
防
の

た
め
、
そ
し
て
子
ど
も
の
未
来
の
健
康
の
た

め
に
家
族
で
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で

い
き
ま
し
ょ
う
。

　
健
康
に
つ
い
て
個
別
で
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ス
ト
ッ
プ
！

　
　
　

  

～
生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
が
影
響
し
ま
す
～

問
合
先
／
市
民
健
康
課
健
康
増
進
第
１
Ｇ

　
　
　
　（
す
こ
や
か
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
内
）

　
　
　
　
（
22
）８
８
１
１

シ
リ
ー
ズ
高
血
圧
⑤肥

満

　
日
々
の
生
活
習
慣
が
高
血
圧
予
防
に
つ

な
が
り
ま
す
。
高
血
圧
を
予
防
し
、
健
康

な
体
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

＜ 食 事 ＞
・１日３食しっかり食べる
・よく噛む習慣をつける
・バランスの良い献立にする
・おやつの食べ方に気を付ける
＜ 運 動 ＞
・１日 60分以上の身体活動をする
＜ 睡 眠 ＞
・早寝早起きをする
・決まった時間に布団に入り、決まった時間に起きるようにする
・テレビやゲーム、スマートフォンの利用は時間を決める

生活リズムを整えるには

令和３年度　国民健康保険　特定健診
60
（%）

20.1

本
市
男
性

県
男
性

国
男
性

本
市
女
性

県
女
性

国
女
性

18.3 18.0

7.8 7.4 6.2
13.5 12.7 11.4

32.2 33.2 33.0

50

40

30

20

10

0

メタボ該当者 メタボ予備群
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２つの全国大会で優勝 留学生と郷土菓子作り
　１月 26 日（金）、バドミントンクラブチームＲＫ
Ｒの下

しも

永
なが

田
た

晟
せ

旺
お

選手が市長を表敬訪問しました。　　
　８月に行われた第 24 回ダイハツ全国小学生ＡＢ
Ｃバドミントン大会の３・４年生男子の部シングル
スと、12月に行われた第 32回全国小学生バドミン
トン選手権大会４年生以下男子シングルスでの優勝
を報告しました。
　下永田選手は、2024 年ジュ
ニアナショナルチーム（Ｕ13）
の選手に内定しており、「将
来は全英オープンとオリン
ピックでの優勝が目標です」
と意気込みを語りました。

　１月 27日（土）、南瀬地区コミュニティセンターで、
イタックス南瀬トレーニングスクールに通うインド
ネシアの留学生 13 人が地域の方と一緒に、初

はつ

午
うま

団
子を作りました。
　みんなで試食も行い、参加した留学生は「自分で
作った団子はとてもおいしい」と日本の昔ながらの味
を楽しんでいました。

　２月４日（日）、少年自然の家で、てらやまんち
フェスタを開催しました。
　約 400 人の来場者は、スライムやミニサンド
ボトルなどの創作活動や竹ボイラーで作られた足
湯体験、特別企画の福を呼ぶ豆まき大会や消防車
両展示などを楽しみました。会場は来場者の皆さ
んの笑顔でいっぱいでした。

　１月26日（金）、少年自然の家で、森の学校（陶
芸）を開催しました。
　講師に瀬

せ

戸
と

口
ぐち

多
た

美
み

子
こ

氏を招き、参加者18人が
それぞれデザインの違うオリジナルの茶

ちゃ

香
こう

炉
ろ

の制
作を楽しみました。これらの作品は、3月に焼き
あがる予定で、参加者は「完成が楽しみです」と待
ちわびている様子です。

　１月19日（金）、市比野小学校で、出張星空観
望会を開催しました。
　65人が参加し、月と木星が大接近している様
子を望遠鏡で観望しました。その後、せんだい宇
宙館の職員から、うるう年に関する講話やてらや
まんち劇団に
よるふたご座
の神話劇も行
われ、冬の星
座を楽しみま
した。

てらやまんちで楽しみました

「まちの話題」は、市民の皆さんから情報提供いただき、身近な話題を掲載しています。ぜひ投稿ください。

【情報提供：南瀬地区コミュニティ協議会】

　１月 21日（日）、サンアリーナせんだいで、第 19
回地区コミュニティ対抗綱引競技大会を開催しまし
た。男子は里地区コミュニティ協議会が７連覇、女
子は平佐西地区コミュニティ協議会が３連覇し、白
熱した試合を繰り広げました。第 20 回大会からは
男女混合の部も追加される予定で、初代優勝はどの
地区になるか、今から開催が楽しみです。

「せーの！」で息を合わせて

122024.3.10 広報

　２月 10 日（土）、鹿児島県および関係市町の主催
により、令和５年度鹿児島県原子力防災訓練を実施
しました。　地震により川内原子力発電所が停止し、
外部電源を喪失した場合の想定で行われ、210 機関、
約 4,000 人規模での訓練となりました。また１月の
能登半島地震を受け、避難対象地区における家屋倒
壊を想定した救助訓練なども実施し、いつ起こるか
分からない災害対応への意識向上と実践すべき行動
などを再確認しました。

　２月２日（金）、亀山幼稚園で、節分の豆まきを行
いました。
　子どもたちは、自作の鬼のお面をかぶり、朝寝坊
などやっつけたい鬼をそれぞれ発表しました。
　その後、登
場した鬼たち
に驚きながら 
も「鬼は外！福
は内！」と豆ま
きを楽しみま
した。

　１月 27 日（土）、国際交流センターで、川内原子
力発電所に関係する国・県・市・事業者の６機関が
一堂に会し、「川内原子力発電所に関する市民セミ
ナー」を開催しました。
　エネルギー政策や原子力の防災、規制などについ
て、説明や質
疑応答が行わ
れ、市民の皆
さんと現状や
課題などを共
有しました。

いざという時のために ｢心｣豊かな学習社会を目指して
　２月 11 日（日）、サンアリーナせんだいで、生涯
学習フェスティバルを開催しました。
　県出身の迫

さこ

田
だ

さおり氏や大
おお

空
ぞら

幸
こう

星
き

氏による講演の
他、市内の団体による舞台発表や作品展示、各地区
コミュニティ協議会が野菜や特産品などの販売を行
い、会場は多くの人で賑わいました。

　２月７日（水）、サンアリーナせんだいで、阿久根市、
出水市、さつま町、長島町の企業を含めた 72 社が
一堂に会した薩摩國合同企業説明会を本市で初めて
開催しました。
　市内外から多くの高校生も参加し、生徒たちは真
剣な眼差し
で、各企業
の熱心な説
明に耳を傾
けていまし
た。

産業人材確保のために
合同企業説明会を本市で初開催

子どもたちの健やかな成長を願って

　２月３日（土）、かごしま県民交流センターで、鹿
児島で世界を語ろう！第 29 回外国人による日本語
スピーチコンテストが開催され、本市国際交流員の
唐
とう

靚
せい

さんが優秀賞を受賞しました。
　応募者 48 人の中から予選会を通過し、本選へ上
がったのは 10 人。唐さ
んもその一人で、「マリ
オの故郷にやっときた
私」をテーマにスピーチ
を行い、国籍や文化の違
いを超えた相互理解や国
際交流を深めました。

スピーチコンテストで優秀賞受賞

皆さんの安全のために
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